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2005 年 10 月 13 日 

みいつ の 夜 


親愛なる ムス リムの 皆様。 私たちは、 慈 
悲 とお 赦 しの 月で ある ラマ ダーン 月の、 最後 
の 日々 を 迎える 悲しみを 味わう と共に、 1 0 
0 0 の 月よりも 優る、 みいつ の 夜を 迎える 喜 
びの 中に います。 ご存知の ように、 10 月 8 
日、 月曜日から 火曜日に かけての 夜は、 みい 
つの 夜に あたります。 

みいつ の 夜は、 人の 歴史に おいて 最も 重 
要な 出来事が 起こった、 特別な 夜です。 なぜ 
なら、 聖 なる 書ク ルアー ンが 下された 夜で あ 
るからで す。 みいつ の 夜に ついて、 アッ ラー 
は 次の よう に 仰せられ 
て おられます。 「本当 
にわれ は、 みいつ の 夜 
に、 この （ク ルアー 
ン） を 下した。 みいつ 
の 夜が 何で あるかを、 

あなたに 理解させる も 
のは 何 か。 みいつ の 夜 
は、 千 月 よりも 優る。 

(その 夜） 天使たち と 
聖霊は、 主の 許しの も 
とに、 凡ての 神 命を 齋 
して 下る。 焼の 明ける 
まで、 （それは） 平安で ある。」 （みいつ 章 
第！〜 5 節） 

親愛なる ムス リムの 皆様。 みいつ の 夜を 
正しく 理解し、 正しい 形で その 価値を 把握す 
る 為には、 ク ルアー ンの 比類な き メッセージ 
を 理解す る ことが 必要と なります。 ですから、 
みいつ の 夜は、 ク ルアー ンを 学び、 アッ ラー 
の 使徒 （彼の 上に 平安 あれ） を 知り、 あら ゆ 
る 悪き を 放棄す る 為の 機会 だと 捉える ことが 
出来ます。 なぜなら 人々 に、 現世と 来世に お 
ける 幸福を もたらそう とする 比類な き 書が、 

ク ルアー ン であるから です。 ク ルアー ン は、 
人々 の 間に 愛情を もたらし、 多くの 道徳的、 
社会的 問題の 公正な 解かの 為の 光を もたらし、 
人々 に、 発展の ための 道を 示しつつ、 彼らを 
将来の 為に 備えさせる 為の 神聖な 基準を 含ん 
でい る 書物です。 


ク ルアー ン のこの 特性は、 ク ルアー ンの 
が 下の 章句で 巧ら かにされ ています。 

「本当に この ク ルアー ン は、 正しい （道 
への） 導きで あり、 また 善い行いを する 信者 
への 吉報で ある。 かれらには 偉大な 報奨が 授 
けられる。」 （夜の 旅 章 第 9 節） 

「われが （段階を 追って） ク ルアー ンで 
下した ものは、 信者に とっては （精神的な） 
癒しで あり 慈悲で ある。 だが 不義の 徒にと っ 
ては 只 損失の 種で ある。」 （夜の 旅 章 第 8 2 
節） 

ムス リ ムの 皆様。 
魂の 段階に おける 無数の 
素晴らしい 出来事、 無限 
の 報奨が 与え られる この 
夜に、 偉大なる アッ ラー 
が 私たちに、 知識、 理解 
できる 力、 そして イフラ 
ースを 与えて くださる よ 
う、 また、 真実を 見つけ 
た 後で 私たちの 心が 迷わ 
される ことのな いよう、 
お赦 しをいた だける よう、 
がりましょう。 困難 さの 
中に ある 人々 に 笑顔が 訪れる こと、 涙のう ち 
に 生きる 人々 が 救われる 為に、 自分たち が 何 
が 出来る のかを 考えましょう。 私たちが 愛す 
る 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） が、 
徳を 信じ、 アッ ラーから のみ 報奨を 望みな が 
ら この 夜を 生きる 人々 の 過去の 罪が 許される、 
という 吉報 もた えられて います。 

本日の フトバ を、 預言者 ムハンマド 
(彼の 上に 平安 あれ） が、 信者たち の 母聖ア 
イー シャ に、 この 夜に 行なうべき ものと して 
推奨され た ドウ ア ーで 締めく く ります。 

「アッ ラーよ、 あなたは 赦 される お 方。 
お赦 しを 好まれる お 方で あられます。 私を も、 
ど うか お赦し 下さ レ、。」 
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